




要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)のスクリーニングを目的として,apparent life

threatening events(ALTE)をおこした例と健常乳児とで生後 3 ヵ月前後,6 ヵ月前後で気

道閉塞試験を施行し,%prolongation の比較検討を行った。生後 3 ヵ月では ALTE 群で

は%prolonation はコントロール群に比べ側直をとったのに対し，生後 6 ヵ月では ALTE 群

の%prolongation は生後 3 ヵ月に比べ延長が認められ,コントロール群との差は縮まって

いた.これらの結果より,%prolongation を調べることにより,SIDS ハイリスクグループの

スクリーニング,および危険性の高い時期の判定を行い得る可能性が示された.


